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全く期待せずに出かけた宮
崎県のパーマンネントコー
ス。しかしそこには光輝く美
しい高原があった。 
 
「えびの高原」コース  
宮崎県 No.1 ＪＯＡ公認 No.214 
6.8ｋｍ  9 ポスト 
 

宮崎県のパーマネントコース 
鹿児島県、熊本県と接する宮崎県え
びの市。その南部、霧島屋久国立公園
の霧島地区に広がる火山群に囲まれた
標高 1,200m の一帯がえびの高原です。 
高原に広がるススキ野は８月下旬に
なると、硫黄山の硫気の影響で赤い絨
毯を敷き詰めたような「えび色」に変
ることから、「えびの高原」と名付けら
れたと言われています。 
 
宮崎県のパーマネントコースは、県
協会が法人未加入という事情もあり
「行ってみなければ分からない」状況
です。この日は、同じ霧島地区に設置
されていた鹿児島県「牧園町保養セン
ター」コースの調査に赴いたものの、

完全に消滅していることを確認。その
足で県境を超え、えびの高原へと向か
いました。昭和 48 年開設という宮崎県
最古参コースのうえ、メジャーな観光
地。利用されないコースが残っている
とも思われず、期待度はゼロ。古いコ
ピーのマップを手に、第１ポストを軽
い気持ちで見に行きました。すると、
驚いたことに現れたのは更新されて間
もないような立派なポスト。喜び勇ん
でスタート地点のキャンプ村へ向かい
ます。 
 
ゴールデンウィーク明けの平日とあ
って、キャンプ村は閑散としていまし
た。小さな事務所を訪ね、管理人にマ
ップを請うと何やら困ったような表情。
着任して２年になるという管理人は、
コースの存在は把握しているものの、
マップは分からないとのこと。方々当
たってはくれたものの、管理者には結
局たどり着けず、「コースは変ってい
ないはず」という言葉を信じ、持参し
たコピーを頼りに歩き始めることとし
ました。 
 
スタート地点の「野外ステージ」は
今も健在ですが、パーマネントコース

の案内板は見当たりません。 
 
交差点近くの第１ポストを再確認後、
えびのスカイラインを経由して、遊歩
道に入ります。樹木のない、荒涼とし
た、高原の雰囲気満点の景色を貫く
広々とした遊歩道。韓国（からくに）
岳を仰ぎながら、あまりの視界のよさ
に、かえってこんなところにポストが
あるのだろうかと心配になってしまう
ほど。駐車場が間近に迫ってきても、
それらしき姿が認められず、やはりな
いのかと思いかけた頃、西側の奥にあ
る疎林の中に朱色を発見。相当目を凝
らさないと見過ごしてしまいそうなと
ころに第２ポストは置かれていました。 
 
ポストのすぐ北側にあるのが「不動
池」。周囲 700m のこの池は、火山の影
響により、酸性度が強いのと光の屈折
により、鮮やかなコバルトブルーの水
面を呈しています。コース中で私が最
も気に入ったビューポイントです。 
 

謎の第 3 ポスト 
第３ポストは、私が持参したマップ
の位置から変更されていました。スカ
イラインから「甑岳」への自然歩道に
入ります。至近距離の分岐にあるはず
のないポストがあり、頭の中には「？」
マーク。第４ポストが移設されたもの
と推測して、東の沢にあるはずのポス
トを目指します。 
しかし、自然歩道は北側にある甑岳
に向かうばかりで、行きたい東側へは
一向に進んで行けません。仕方なくス
カイラインに戻り、反対側からアタッ
クしてみることに。観光スポットの露
天風呂の前を過ぎ、緩やかな下り坂を
進むと、カーブの連続する地点に差し
かかります。２つめのカーブに小道の
入口があるはずで、ここから入ればポ
ストもすぐ分かるだろうと、わざわざ
来てみたのですが、見事に骨折り損。
地図にあるような小道などすっかり消
滅しており、進入は不可能な状況です。
迂回して入り込むことも憚られ、ここ
は諦め第４ポストを確認してから、現
状を推し量ることにしました。 
さて、先ほどの“謎”のポストまで
もどり、すぐ西側の分岐にある第４ポ
ストを目指します。たいした時間もか
からずに着いてみると、そこにあった
のはこれまでのものとは形状の異なる
ポスト。明らかにひと世代前のものと
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思われることから、旧第３ポストと旧
第４ポストを統合して、新第３ポスト
が先ほどの分岐に設置されたというの
が正解なのでしょう。 
 
ということで、持参したマップの第
５ポスト以降は１つずつ繰上げとなり
ます。第４ポストは再び「不動池」。自
然歩道を緩やかに登り、突き当たると
そこは池の目の前。東にやや戻ると、
ポストは池を終始見下ろすところに置
かれています。 
 

第 5 ポストへの道のりは長い 
第５ポストに通じる道はこれまたあ
りません。第２ポストを経由すれば南
回りで行けないことはないのですが、
ここはコース内最大の池、「六観音御
池」をぐるりと回って第６ポストへ向
かいます。実に快適な、開放感溢れる
遊歩道に従って北へ。約 1.5km で「六
観音御池展望台」と「六観音堂」に到
達。ここも不動池同様、水面は鮮やか
なコバルトブルー。秋の紅葉シーズン
の景観がオススメのようです。更に 10
分ほど登ると、最も標高の高い「白紫
池」が広がります。３つの池の中では
ここは地味な存在で、水の色も平凡。
さすがに足は止まりません。「白鳥山」
をめぐる池の周回路との合流地点に第
６ポストはあります。 
 
飛ばした第５ポストは旧道をたどれ
ば直接向かうことができるのですが、
私はすっかり広い遊歩道につられて、
このルートを見過ごしてしまいました。
すれ違うハイカーに挨拶を交わしなが
ら、何の疑いもなく遊歩道を下ると、
真新しい展望台に到達します。第５ポ
ストに向かっているつもりが、気付か
ぬうちに西寄りに下ってしまい、一瞬
現在位置を見失いかけます。ところが、
幸いだったのは、展望台の奥に頭の落
ちたポストがあり、これが第７ポスト
だったのです。新しいポストでしたが、
展望台を作ったときに壊されてしまっ
たのでしょう。 
 
改めて第５ポストへ向かいます。
「からくに荘」の手前までは歩道が通
じていて、久々に平坦な道をのんびり
歩きます。ところが、ポストへのアタ
ックは、橋のない小川を渡らなければ
いけません。慎重に川面に下り、対岸
に渡ると第５ポストは目の前です。 
 
第８ポストは「韓国岳」登山道を出
戻りします。スカイライン沿いのルー
トから僅かに沢に下った地点です。 
 
最終ポストは、県道 30 号線を西に進

み、キャンプ村へのアクセス道路に入
ります。ほどなく道端でポストを確認
することができるでしょう。 
 
全く期待せずに出かけたえびの高原
ですが、思いもかけず素晴らしいコー
スに出会うことができました。残念な
がらマップが入手できず、合格点は与
えられませんが、国土地理院の
1:25,000 地形図を入手し、ここで紹介
しているマスターを写して、お出かけ
ください。 

（2004 年 5 月 6 日 踏破） 
（大高竜亮） 
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